
水回りなどもあり、照明や空調により内部環境の調整も可能です。

計画概要書

計画名称：妙高高原教会堂再建計画

工事場所：〒949-2112 新潟県妙高市池の平2243-2

建築概要

工事種別：新築

用途地域：なし

防火指定：なし　

地区計画：

都市計画：なし

区域区分：なし

道路斜線：　　北側斜線：　　隣地斜線：

日影規制：なし

構造・規模：木造平屋建て

主要用途　：集会場

建蔽率　：15％　　　容積率　：30％

敷地面積：699.65㎡

１階床面積：59.62㎡

計画に込めた思い

Life, Liberty and the pursuit of Happiness

福音を伝える場

All of the people shall be respected as individuals.

be the supreme consideration in legislation and in other governmental affairs.

Their right to life, liberty, and the pursuit of happiness shall, 

to the extent that it does not interfere with the public welfare,

すべて国民は、個人として尊重される。

生命、自由及び幸福追求に対する国民の権利については、

atelier nico
一級建築士事務所　 新潟県知事登録（イ）第4717号

一級建築士 羽ヶ崎　章 (国土交通大臣登録  第 341002号 )

（仮称）

妙高高原教会堂再建計画

計画概要・コンセプト
Ａ-１

NS

設計趣旨

分けて考えています。1つは礼拝堂、もう1つは縁側です。

また学びの場として講演会や音楽会、食育に繋がるマルシェなど様々なイベントが可能で、

縁側は広場へと開いていますので、礼拝堂、縁側、広場を一体的に利用することも可能です。

例えば広場に畑や花壇など人が関われるスペースを作り、子どもと大人が一緒に何かを

妙高の雄大な自然を題材にした学びや、ICA教会堂の施設を活用した学びを、

キリスト教という普遍の教えを活かしながら行うことで、改めて大人と子どもが一緒に

学び経験する場になると考えます。

大人と子どもが一緒に関わっていき、皆が経験を共有できる場にしていけると

次世代にも善い記憶として残り、また次の世代へと繋がっていく場になるではないか

と考えています。

公共の福祉に反しない限り、立法その他の国政の上で、最大の尊重を必要とする。

私たちは生まれながらにして「幸福追求」をする権利を与えられています。

それは私たち人間がそのような存在であるという価値（Value）に気が付くことです。

妙高高原教会は全ての生命に分け隔てなく自由に繋がり、癒しの場、福音（学び）の場として

働いていくことで、全ての人々と共に幸福を目指す場になります。

キリスト教の教えとともに妙高高原の大自然が次世代を担う子どもたちに

福音を伝えくれることでしょう。

この計画が人々の幸福追求の一助になれればと切に願います。

教会とは人々が「Values of Being」に気が付く場であり、人々が人間存在の本来性に気付き

自由な世界に気付き、自律へと導かれることです。

礼拝堂に入ると正面に窓から外の自然を取り込んだ祭壇が有ります。

スペースは祈りの場、学びの場として広く活用していけるように、２つのスペースに

縁側は礼拝堂に入るまでの心の準備スペースであり、4枚戸を開け放つと礼拝のスペースへと

入り口である4枚の引込み戸は、片側に全て引き込むことにより全開放でき、内部と外部を

一体的に使用できます。礼拝時に戸を開放することで40人＋αの礼拝も可能になり、

妙高の雄大な自然を感じながら礼拝を行うこともできます。

共有できる、子どもと大人の関わりの場にすることも可能です。

建築面積： 89.45㎡（27.00坪）延床面積：67.08㎡（20.25坪）

2024・03・20

礼拝堂は壁と屋根に囲まれ、祈りの場として40人が静かに礼拝を出来る場になっています。

変化します。アプローチも礼拝堂へ向かう心の準備を手伝います。
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